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1 はじめに

現在, ビデオチャットに通信者からの視角情報を加え,

窓を模したディスプレイで通信者の空間同士を仮想的に

繋げる Virtual Window System (以下 VWS )が提案さ

れている [1]. しかし, 従来の VWS では, 映像上の通信

者や物体のバーバル情報の扱いが十分ではなかった.

　本稿では, VWSでノンバーバル情報に加え, バーバ

ル情報をオンデマンドに表示する Augmented Reality

(以下 AR)応用機能追加を使用する. ARに関する処理

を行う機能を追加する. また, ローカルにおける負荷を

軽減するために, VWSを構成する機能の大半をクラウ

ド上に配置する. 本稿では, クラウド型 VWSと ARの

連携を行うための構成を明らかにした.

2 Augmented Reality

通信者や物体の属性情報を表示するために, ARを使

用する. これにより, 実際に撮影された映像に通信者が

登録した属性情報を重畳して表示する. ARマーカと呼

ばれる識別子を画面上から走査し, ARマーカに対応し

たアノテーションを撮影映像に付加表示する.

3 Virtual Window Systemの構成

VWSでは撮影映像のエンコードなど, ローカルに置

くと負荷が大きくなる機能を持つ. これに対処するた

めに, VWSの処理を行うシステム群をクラウド上に配

置すれば, アプライアンス側の負荷を抑えて VWSを使

用できる. 提案のクラウド型VWSの構成図を図 1に示

す. 提案方式では ARとの連携を行うため, クラウド上

にARマーカ走査を行うシステムと, アノテーションと

撮影映像の合成を行う合成処理システムが存在する.

3.1 既存の SaaS

図 1中に挙げたシステム群の中にあるGoogleトーク

システム, 顔認識システムについては既に SaaSが存在

しているため, 既存の SaaSを使用する.

3.2 新規に作成する必要がある SaaS

ローカル上で動作するジェスチャ認識システムやAR

の処理に関するシステムは既存だが, この機能を持つ

SaaSは存在しない. よって, これらのシステムのクラ

ウド化を行う必要があった. また、VWSの中核になる

VWコントローラ (以下 VW-C)の作成も必要であった.

3.2.1 VW コントローラ

VW-Cは, 各システムに対して適切な情報を送信する

ことや, 各システムから送られてくる処理結果を適切に

使用するシステムである. VW-Cでは通信開始時に通

信者双方のユーザ IDを取得する.

図 1 クラウド型 VWSの構成図

3.2.2 ジェスチャ認識システム

VWSは空間同士を接続するシステムである, そのた

めディスプレイから離れた地点からの操作もできること

が望ましい. よって, VWSを操作するためのインター

フェイスとしてジェスチャコントロール機能を採用し

た. この機能によってディスプレイ上部に取り付けられ

たWebカメラに向かって手を動かすことで操作させる.

3.2.3 Augmented Reality マーカ走査システム

このシステムは VW-C から渡された撮影映像上に,

ARマーカが存在するのかを走査するシステムである.

撮影映像を走査し, 得られたパターンファイルをVW-C

に送信する. VW-Cがパターンファイルとユーザ IDの

2つを使用して, ユーザ情報 DBに格納されているアノ

テーションの選択を行う. また, VWSでは複数のカメ

ラを使用するため, 表示出力に選択された撮影映像 (以

下 選択映像) には存在していない ARマーカを認識で

きる可能性がある. 選択映像以外であれば, 撮影された

ARマーカのパターンファイルと位置情報を取得する.

3.2.4 合成処理システム

このシステムは, 表示選択された撮影映像に, VW-C

で選択されたアノテーションを合成し,合成映像をVW-

Cに送信する. 選択映像以外から得たパターンファイル

から得られたアノテーションは ARマーカの位置情報

から補正して合成を行う.

4 まとめ

本稿では, VWSとARの連携システム及び, そのシス

テムの構成について提案した. この提案によって, VWS

上でバーバル情報を有効に使用することができる.
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